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研究成果の概要（和文）：律令期の主たる窯業製品である須恵器と土師器について、須恵器は山土を、土師器は
田土を用いて作られている可能性が高いことを明らかにした、また、これまで和泉陶邑窯産と考えられていた
Ⅰ・Ⅱ群のなかに、看過できないほどの奈良山諸窯産が含まれることを指摘した。とくに蛍光X線分析の微量元
素の差異から、奈良山東部窯と陶邑窯は、峻別することが概ね可能であることを確認した。平城京近郊でも加茂
盆地近傍には未発掘であるが須恵器窯が分布調査によって確認されており、平城京北郊の奈良山丘陵では東で須
恵器生産、西で瓦生産という排他的な配置が、平城京遷都の時に計画されており、加茂盆地に瓶原離宮を置いた
可能性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：During  the 7th and 8th centuries, people mainly used two types of 
earthenware: Sue ware and Haji ware. Based on the chemical analysis of the clay used in both types 
of earthenware, I believe that it is highly likely that Sue ware was made from clay collected in 
mountainous areas, while Haji ware was made from clay collected near cultivated fields and villages.
 It was also pointed out that many of the Sue ware from the Narayama kilns were included in Groups I
 and II, which have been attributed to the Suemura kilns in Osaka. In particular, it was confirmed 
that it is generally possible to distinguish between the eastern Nara kilns and the Suemura kilns on
 the differences in trace elements in X-ray fluorescence analysis. In the Kamo Basin area near Heijo
 capital, in the Narayama Hills in the northern suburbs of Heijo capital city, an exclusive layout 
of Sue ware production in the east and rooftiles production in the west was planned during the 
relocation of the capital to Heijo capital.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
古代の食器に須恵器と土師器という２種類の土器が用いられていたことについて、これまで製作技法や焼成技術
の観点から議論されてきたが、本研究は粘土生産地から異なる手工業生産であったことを客観的に確認した。ま
た、先行研究では陶邑窯の製品が主体的と考えられてきた須恵器の多くが、奈良山や生駒などの平城京近郊の製
品を多く含むことがわかった。さらにこれまで奈良時代後半以降、に成立するとされていた都市近郊での須恵器
生産や瓦生産が、すでに平城京遷都時には綿密に都市計画に練り込まれていた可能性を指摘した。このことは、
律令制下の手工業製品の生産・流通の実態や都市の成立を考えるうえでも、きわめて重要な成果と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 律令制下における主体的な窯業生産は土師器と須恵器の２種類があり、前者は比較的焼成温
度が低い酸化焼成の焼き物で比較的狭域の流通品で、後者は窖窯を用いた高温還元焼成の焼き
物で広域に流通していた。土師器も須恵器も、人口が密集する平城京などの都城へと供給され、
消費された。しかしながら、律令制下で生産され、都城へと運ばれる土器は、規格化された画一
的なものが主体的で、従来の考古学的観察から、どの地域で生産された土器がどのくらい供給さ
れていたか？という課題を解明することは難しいのが現状であった。律令制下の須恵器調制や
古代窯業生産の実態を考えるうえで重要な課題である。先行研究では、都城から出土する土器に
ついて、生産地の違いを示すとの見通しから、考古学的観察に基づく群別分類をおこなってきた。
しかしながら、この群別分類は客観的な分類とは言い難く、生産地における発掘調査が進展して
いるにも関わらず、消費地との対比をおこなうことは難しいと言わざるをえなかった。 
 
先行研究による土師器の群別 
 
 特 徴 推定生産地 
Ⅰ群 胎土が精良。砂粒をあまり含まない。 大和？ 
Ⅱ群 ややざらついた胎土。砂粒を比較的多く含む 河内？ 
   
先行研究による須恵器の群別 
 
 特 徴 推定生産地 
Ⅰ群 暗青灰色、硬質、白色粒子・黒色粒子を若干含む等。 和泉 

（陶邑窯） 
Ⅱ群 灰色味の強い灰青色、砂粒少ないが黒色粒子を多量に含む

（墨ぼかし）。 
和泉 

（陶邑窯） 
Ⅲ群 粗砂粒をかなり含むが硬質。供膳具にも同心円の当て具を

使用等。 
播磨 

Ⅳ群 灰白色を呈し、胎土は極めて細かいが焼きが甘く、粉をふ
いたような焼き上がり等。 

大和 
（生駒窯） 

Ⅴ群 やや砂っぽい胎土で徴細な黒色の粒子を合む。糸切りを多
用。高温、酸化焼成か。 

尾張 
（猿投窯） 

Ⅵ群 砂っぽい胎土で焼き締りが悪く,表面がざらざらした焼き上がり
になる。自然釉が掛かるものが多い。 

美濃 
（美濃須衛窯） 

 
 
２．研究の目的 
本研究では、須恵器・土師器生産の消費と流通の実態を解明し、古代の窯業生産の実態を紐解

くことである。古代の土器の生産・流通・消費の問題は、手工業生産集団の掌握や海外交流、生
活様式の変化、経済流通など、文献資料には記されていないような、さまざまな課題を内包する。
また、考古資料として普遍的に出土するため、日本各地の様相と比較することも可能である。都
城に集まる土器を研究することによって、律令期における国家形成と統治の過程を考える物的
証拠になりえるのである。 
本研究の具体的な目的を以下の３点にまとめる。（１）土師器・須恵器に関する窯業技術史の

解明、（２）巨大な消費地である平城宮・京出土土師器・須恵器について、その生産と流通の実
態を解明、（３）化学分析のデータを考古学的手法に取り込み、生産・流通の変質、具体的には
都城近郊型の須恵器生産の開始時期や奈良時代後半以降の窯業生産の変質過程に関する仮説検
証をおこない、歴史の潮流に位置付けることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 須恵器については、考古学的手法を用いて、これまで注目されてこなかった大型供膳具の有無
や小型壺類の器種構成などから、平城京近郊窯と陶邑窯の帰属時期について再検討をおこなっ
た。化学分析の手法としてはマトリックス法（実体顕微鏡下で胎土のマトリックス（粘土）部分を削り、
比較的鉱物や有機物などの混入物を除去してエネルギー分散型蛍光 X 線で測定を行う方法）とガラスビー
ド法（JIS 規格のガラスビード法を基本とする。２〜３cm の試料を全量粉砕して、ガラスビードを作成し、
波長分散型蛍光 X 線で測定を行う方法）の２種類を用いて測定をおこなった。この研究でおこなっ
た成分分析と採用した方法を解題的に整理する。①須恵器と土師器の本質的な差異については、
同一埋蔵環境の須恵器と土師器について、ガラスビード法による定量分析をおこなった。②須恵
器は和泉陶邑窯や平城京近郊の奈良山窯など窯跡出土の須恵器については、データ点数が多く



必要であったため、マトリックス法を採用し
た。③平城宮・京の遺構から年代が特定でき
る試料を採取し、須恵器生産地の時期的変化
を検討するためのデータを採取した。出土資
料の稀少性から試料採取が僅少で良いマト
リックス法を採用した。④自然科学的手法に
よって得られた分析データを、考古学的なデ
ータに組み込んで検証し、奈良時代における
窯業生産について、従来の研究を刷新するモ
デルを提示した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の通り。 
（１）須恵器の器表面のケズリ調整でみら
れる「墨ぼかし」は胎土中に含まれる亜炭の
可能性が高いことがわかった（図２）。電子
顕微鏡で観察したところ、木材組織構造や種
実などの化石化した植物の残滓である可能
性が高い画像を得ることができた。亜炭を含
む粘土層は、海成あるいは湖成粘土層であ
り、大阪層群などの隆起した山で採れる粘土
層が起源である可能性を示唆する。 
一方、土師器も製作時に器表面にケズリ調
整を加えるが、「墨ぼかし」が観察された事
例はない。このことから、土師器は亜炭を含
まない粘土を用いた可能性が高いと考えた。 
埋蔵環境が同じ須恵器と土師器を比較する
ため、 
３箇所の井戸遺構から出土した土師器・須
恵器について、それぞれ JIS規格にのっとっ
たガラスビードを作成し、波長分散型蛍光 X
線分析による定量分析をおこなったところ、
図１に示したように、土師器はきわめてリン
の濃度が高いことがわかった（図１）。 
比較として、文献資料から田土を用いたこ

とがわかっている室町時代の土師器につい
ても同様の分析をおこなったところ、やはり
高いリン濃度を確認することができた。窯跡
出土須恵器についても分析を行なったが、こ
れらも何も 0.03〜0.04%と須恵器に含まれ
るリンの含有量は概ね少ないことがわかる。
このことから、須恵器は山土で、土師器は田
土を用いた可能性が高いとの結論に達し
た。 

 

（２）これまでⅠ群・Ⅱ群に分類されてき
た須恵器のなかには、平城京近郊の奈良山
や生駒山で焼成された須恵器が、多く含ま
れる可能性を指摘した。平城京近郊の須恵
器窯は、和泉陶邑窯から工人が移動する直
接的な技術移転があったことは確実で、製
作技法などの考古学的観察から、両者を峻
別することはたいへん難しい。 
 本研究では未だ発掘調査がほとんど及
んでいない奈良山東部（現在の木津川市加
茂町周辺）の須恵器窯について、1960 年代に行われた分布調査に際して採集した須恵器資料と、
龍谷大学附属平安高校考古学クラブが所蔵する和泉陶邑窯の発掘資料について、マトリックス
法を用い、エネルギー分散型蛍光 X線分析をおこなった。その結果、完全に排他的な完形にはな
らないものの、チタンとカリウムの含有量の違いから、一定の傾向を示すことができる結果を得
ることができた（図３）。 
奈良山東部窯がいつ頃開窯したのか？という問題を検証すべく、紀年木簡と共伴して出土し

た須恵器杯 A についても同様のデータを採取したところ、平城京遷都直後の土器群であるＳＤ

図１．古代の須恵器・土師器・埋蔵環境に含まれるリンの含有量 

図２．「墨ぼかし」の電子顕微鏡写真 



8600には、奈良山東部窯の製品
の可能性が高いチタン含有量
がやや多い須恵器が含まれて
いることから、平城遷都直後に
はすでに奈良山での須恵器生
産が始まっている可能性が高
いことがわかった。 
（３）都城近郊型の須恵器生
産は、これまで奈良時代後半に
生駒山の須恵器窯開業以降に
はじまるとされてきたが、平城
京造営計画のなかに練りこま
れた可能性を指摘した。須恵器
生産と瓦生産は、都城造営にと
って必要不可欠な手工業生産
品であり、かつ燃料と粘土とい
う生産に必要な物資が同じで
ある。そのため、平城京造営に
際し、北部奈良山丘陵の東側で
須恵器生産、西側で瓦生産をお
こなうという排他的な生産拠
点の配置を計画した可能性が
高いことを指摘した。 
 平城京遷都直後の時期と考
えられる奈良山東部の窯は大
谷川や赤田川の支谷に築かれ
たが、製品が集約された可能性
が高い加茂盆地には、平城京遷都を実現した元明天皇が瓶原離宮を置いたことでも有名である。
「瓶原（みかのはら）」の名前の由来は、これまでわかっていなかったが、この地を須恵器生産
の一大拠点とするつもりで命名した可能性を指摘した。 

図３．和泉陶邑窯と奈良山東部窯のチタンとカリウム含有分布 

図４．奈良山丘陵における須恵器窯と瓦窯の分布 
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